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Ｊ
１

、

「
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
収
穫
の
喜
び

を
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
金
木
町

で
は
先
月
二
十
三
日
、
大
橋
町
長
の
肝
い

り
で
「
日
曜
百
姓
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、

活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

金
木
町
で
は
広
大
な
遊
休
畑
が
あ
る
反

面
、
畑
を
耕
し
た
い
と
思
っ
て
も
畑
が
な

い
、
と
い
う
人
も
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
人
た
ち
や
、
ふ
だ
ん
土
に
親

し
む
機
会
の
川
な
ｔ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど

を
対
象
に
「
Ⅲ
雌
間
姓
の
会
」
を
結
成
、

野
菜
の
自
給
を
図
り
、
物
価
高
に
挑
戦
と

い
う
実
益
の
面
と
、
畑
い
じ
り
を
通
じ
て

体
力
を
増
進
す
る
と
い
う
健
康
の
面
と
、

い
わ
ゆ
る
一
石
二
鳥
を
達
成
し
よ
う
と
い

う
わ
け
で
す
。

こ
の
た
め
町
で
は
芦
野
地
区
に
あ
る
農

薬
安
全
管
理
セ
ン
タ
ー
南
側
の
約
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
町
有
地
を
二
十
区
画
に
分
け

会
員
に
開
放
、
会
員
た
ち
は
ウ
グ
イ
ス
な

ど
小
鳥
の
鳴
き
声
を
き
き
な
が
ら
馴
れ
な

い
手
つ
き
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ホ
ー
レ
ン

草
な
ど
の
ウ
ネ
立
て
や
植
付
け
に
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。

「
日
曜
百
姓
の
会
」
で
は
土
地
を
見
つ

け
、
さ
ら
に
会
員
を
増
や
し
て
、
秋
に
は

品
評
会
や
い
も
煮
会
な
ど
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
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行
す
る
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さ
る
五
月
七
日
、
県
庁
県
民
裸
の
西

沢
課
長
補
佐
、
相
馬
主
査
が
来
町
し
、

教
育
委
員
会
の
工
藤
次
長
ら
と
共
に
、

日
本
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
委
員
会
の

公
認
コ
ー
ス
と
す
る
た
め
の
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
現
地
捌
査
は
金
木

町
役
場
ｌ
芦
野
公
園
ｌ
川
倉
小
学
校
１

審
の
川
原
ｌ
川
倉
山
の
神
ｌ
上
水
道
配

水
池
Ｉ
金
木
町
役
場
と
い
う
順
序
で
行

な
わ
れ
、
作
家
太
宰
治
と
芦
野
公
園
周

田
植
え
で
、
い
そ
が
し
い
毎
日
を
お

す
ご
し
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
な

か
で
、
「
あ
の
人
が
こ
ん
な
こ
と
を
」

『
そ
の
川
体
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

◎
町
に
桜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

芦
野
公
園
の
〃
桜
ま
つ
り
〃
の
会
期

中
に
役
場
を
訪
れ
、
桜
の
苗
木
を
寄
贈

し
た
い
と
言
っ
て
き
た
人
が
い
ま
し
た

そ
の
人
は
、
西
津
軽
郡
柏
村
上
古
川
に

仇
む
成
田
一
男
さ
ん
で
す
。
耐
ら
れ
た

桜
の
苗
木
は
、
染
井
吉
野
流
本
・
八
亜

桜
五
本
で
、
一
本
約
二
千
五
百
円
も
す

る
も
の
だ
そ
う
で
す
。

町
で
は
、
さ
っ
そ
く
こ
の
苗
木
を
公

園
内
に
柿
え
、
よ
り
美
し
い
桜
を
町
民

に
見
て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
ゴ
ミ
の
な
い
き
れ
い
な
町
を

金
木
町
栄
町
々
内
会
で
は
、
私
鉄
津

軽
鉄
遊
金
木
川
鉄
橘
下
に
ゴ
ミ
が
投
げ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
公
認
コ
ー
ス

の
現
地
調
査
実
施
さ
れ
る

’1

’4

’4

'4

序

［

鬮灘
鴎鬮田

ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
不
衛
生
な
ば

か
り
で
な
く
、
金
木
川
が
大
水
に
な
っ

た
と
き
な
ど
は
、
そ
の
ゴ
ミ
が
流
さ
れ

て
、
橘
が
破
壊
さ
れ
る
原
因
に
も
な
る

の
で
、
ゴ
ミ
の
滴
掃
を
行
な
い
ま
し
た

そ
こ
で
五
所
川
原
土
木
瓶
務
所
で
は
、

表
彰
状
と
と
も
に
金
一
封
を
贈
り
ま
し

た
。
そ
の
金
一
封
（
五
千
円
）
を
栄
町

々
内
会
は
町
に
寄
付
し
、
町
で
は
母
子

祇
祉
に
使
い
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
勝
手
に
川
や
空
地
な
ど
へ
す

て
ず
に
、
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
置
き
ま

●
し
よ
毒
つ
り
ハ
ー

↑

辺
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
国

Ｏ
Ｌ
マ
ニ
ア
に
Ｐ
Ｒ
さ
せ
る
た
め
、
観

光
宣
伝
に
も
一
役
岡
う
と
い
う
も
の
で

す
。
全
国
公
認
の
時
期
と
し
て
は
今
年
の

六
月
下
旬
頃
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
要
す
る
喪
用
と
し
て
、
案
内
板

ポ
ス
ト
等
県
が
全
額
負
担
、
Ｏ
Ｌ
地
図

作
成
に
県
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
半
額
負
担

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｎ
、
可
‐
〕
ｌ
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｜
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一
一

一
一一

Ｉ
一

こ
れ
か
ら
公
認
後
に
は
、
日
曜
日
、

夏
休
み
等
、
沢
山
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
愛
好
者
で
に
ぎ
わ
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
■
■
白
■
■
。
■
■
■
ご
■
０
●
●
巳
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
＆
■
■
色
■
■
■
■
■
■
■
■
ｃ
ｄ
ｅ
一

一
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
一

一
近
年
に
な
っ
て
発
達
し
た
ス
ポ
ー
》

シ
で
、
地
図
と
磁
石
を
た
よ
り
に
亜

一
決
め
ら
れ
た
目
印
し
を
さ
が
し
て
垂

一
歩
く
と
い
う
も
の
で
、
自
然
に
親
》

一
し
み
な
が
ら
健
康
・
体
力
の
贈
強
一

一
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
叩

一
す
。

ｒ
■
■
日
日
Ｂ
Ｂ
Ｂ
■
■
■
■
、
日
日
■
■
■
■
Ｕ
Ｂ
９
Ｂ
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
一

◎
老
人
に
愛
の
手
を

金
木
農
協
喜
良
市
支
所
姉
人
部
は
、

四
月
十
九
日
、
中
里
町
特
別
養
老
ホ
ー

ム
「
静
和
園
」
を
慰
問
し
ま
し
た
。
日

ご
ろ
か
ら
老
人
だ
け
の
生
活
だ
け
に
、

お
み
や
げ
や
手
踊
り
な
ど
楽
し
さ
い
っ

ぱ
い
で
、
長
寿
の
薬
と
な
っ
た
一
日
で

し
た
。

◎
引
揚
者
団
体
に
助
役
寄
付

五
月
十
六
日
、
花
田
助
役
は
金
木
町

引
揚
者
団
体
に
対
し
て
、
一
万
円
寄
付

し
ま
し
た
。
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〃
太
宰
の
町
金
木
〃
た
己
つ
ノ
、
ブ
Ｑ
今
云

三
月
よ
り
発
足
し
た
〃
太
宰
の
町
金
円
滑
に
す
る
た
め
運
営
部
会
と
開
発
部

木
″
を
つ
く
る
会
（
略
称
「
太
宰
治
会
会
の
二
つ
の
専
門
部
会
を
設
け
、
運
営

」
と
い
う
）
は
、
作
家
太
宰
治
の
郷
士
部
会
長
に
大
橘
勇
五
郎
氏
、
開
発
部
会

づ
く
り
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、
町
ぐ
長
に
は
野
呂
正
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ

る
み
で
参
加
す
る
よ
う
に
し
、
町
づ
く
れ
ま
し
た
。

り
に
積
極
的
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
こ
れ
ま
で
の
こ
の
会
の
お
も
な
活
動

的
と
し
て
い
ま
す
。
会
長
に
は
、
木
立
と
し
て
は
、
金
木
町
の
観
光
案
内
図
や

民
五
郎
氏
、
副
会
長
に
商
橘
元
弥
氏
．
芦
野
公
園
ま
で
の
道
の
り
を
標
示
し
た

相
馬
京
子
氏
・
吉
田
斉
氏
ら
が
選
任
さ
り
、
金
木
町
の
観
光
用
記
念
ス
タ
ン
プ

れ
、
金
木
町
の
文
化
財
・
観
光
産
業
に
を
作
成
し
、
町
内
各
所
に
置
い
て
い
ま

つ
い
て
審
議
検
討
し
、
町
づ
く
り
に
努
す
。

力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
の
活
動
を

小
鳥
さ
ん

盛
況
だ
っ
た
料
理
講
習
会

巣
箱
で
お
や
す
み
″

ね
ら
い
は
弁
当
の
オ
カ
ズ

十
日
か
ら
愛
鳥
週
間

五
月
十
日
は
パ
ー
ド
デ
ー
ロ
そ
し
て
岐
近
持
ち
弁
当
が
都
会
で
も
み
な
お

こ
の
日
か
ら
一
週
間
を
愛
鳥
週
間
と
し
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
主

て
、
野
鳥
の
保
護
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
役
は
家
庭
の
主
婦
で
あ
る
奥
様
し
だ
い

き
ま
し
た
。
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
〃
わ
ず
か
な
予
算

そ
こ
で
、
青
森
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
お
い
し
い
も
の
を
″
を
目
的
に
、
三

か
ら
お
く
ら
れ
て
き
た
材
料
で
、
金
木
十
余
名
の
主
端
が
集
ま
っ
て
、
金
木
町

中
学
校
は
八
十
阿
個
、
金
木
南
中
学
校
中
央
公
民
館
で
料
理
講
習
会
が
開
催
さ

は
六
十
個
の
巣
箱
を
つ
く
っ
て
、
公
園
れ
ま
し
た
。
山
中
京
子
さ
ん
が
音
頭
を

内
や
観
音
山
内
に
あ
る
松
や
桜
の
枝
に
と
っ
て
、
会
費
五
百
円
二
ヵ
月
分
）

く
く
り
つ
け
、
野
鳥
の
保
護
に
あ
た
つ
で
毎
月
一
回
の
講
習
会
を
予
定
し
て
い

て
い
ま
す
．
ま
す
。
今
川
は
、
運
励
会
な
ど
に
そ
な

朝
、
窓
辺
や
軒
先
で
鳴
く
小
鳥
の
声
え
て
、
そ
の
お
弁
当
の
オ
カ
ズ
を
習
っ

で
目
を
覚
ま
す
か
た
も
多
い
こ
と
で
し
て
い
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
金
木
町
農

よ
う
。
昨
年
は
日
米
渡
り
鳥
条
約
が
発
業
改
良
普
及
所
の
人
が
み
え
ら
れ
、
日

効
し
て
百
九
十
種
の
野
鳥
が
保
護
の
対
ご
ろ
か
ら
料
理
に
は
な
れ
て
い
る
奥
様

象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
世
界
中
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は
し
ん
け
ん
な
手

に
ひ
ろ
が
れ
ば
、
ど
ん
な
に
た
の
し
い
つ
き
で
フ
ラ
イ
。
ハ
ン
と
と
つ
く
ん
で
い

こ
と
で
し
《
ぅ
。
ま
し
た
。
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◎
学
校
の
実
態

学
級
数
九
学
級（
特
殊
学
級
二

教
職
風
数
十
二
名

児
童
数
二
百
九
十
名

学
区
の
児
童
数
は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
来
年
度
は
八
学
級
に
な
る
予
定
で

す
。
創
立
は
明
治
十
一
年
五
〃
で
、
昭

和
五
十
三
年
に
は
百
周
年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で

一一一
一

一 一

一豪一『一

ヘ
一
国
■
１

－
や

一
一

一一

－－…T=1

学
習
に
取
り
組
む
子
ど
も
に
す
る
」
こ
は
、
グ
ラ
ー
ー
ド
が
遠
い
た
め
、
日
附
の

や錘
．

と
を
目
標
の
第
一
に
掲
げ
、
理
科
教
育
体
育
指
導
に
お
い
て
、
全
力
疾
走
の
機

を
中
核
に
し
て
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
会
が
な
か
っ
た
こ
と
が
脈
因
で
は
な
い

つ
ぎ
に
、
体
位
・
体
力
面
を
見
ま
す
か
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
広
い
グ
ラ
ン

憩
境
の
中
ｌ
で
と
、
体
位
は
県
平
均
ょ
，
｜
般
に
劣
，
ド
を
十
分
生
か
し
て
体
力
向
上
に
励
む

体
力
で
は
筋
力
・
走
力
が
劣
っ
て
い
ま
つ
も
り
で
す
。

す
。
そ
れ
で
「
体
力
づ
く
り
」
を
第
二
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
は
、
一
日
も

喜
良
市
小
学
校
長
の
目
標
に
し
て
い
ま
す
．
休
む
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
．
私
た

体
位
の
劣
る
原
因
に
つ
い
て
は
よ
く
ち
は
恵
ま
れ
た
立
派
な
環
境
を
一
府
充

秋
田
正
司
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
実
さ
せ
、
子
ど
も
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の

の
一
つ
に
、
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
よ
う
に
努
力

昭
和
四
十
八
年
に
新
校
地
三
万
四
百
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
給
食
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

九
十
七
平
方
米
の
広
大
な
水
田
の
整
地
の
実
現
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
以
上
、
本
校
の
概
況
の
一
端
を
申
し

作
業
を
終
え
、
四
十
九
年
に
一
億
七
千
ま
た
、
体
力
の
う
ち
走
力
が
劣
る
の
述
べ
て
、
学
校
の
紹
介
と
い
た
し
ま
す

百
七
十
一
万
円
の
工
饗
を
か
け
て
鉄
筋

喝
封
挫
穂
雛
噂
蕊
昭
和
五
十
年
度

金
木
町
行
政
協
力
委
員

一
月
二
十
八
日
か
ら
明
る
く
清
潔
で
、

暖
か
い
新
校
舎
に
移
転
し
て
学
習
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

決
ま
る

地
域
住
民
は
、
教
育
に
深
い
関
心
と

熱
意
を
持
ち
、
協
力
的
で
あ
り
、
「
新

築
記
念
事
業
協
賛
会
」
を
設
立
し
て
、
今
年
度
の
金
木
町
行
政
協
力
委
員
が
）
大
橋
圭
造
（
若
松
町
一
区
）
荒
井
清

学
区
民
あ
げ
て
多
額
の
寄
付
を
し
た
り
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
蔵
（
若
松
町
二
区
）
成
田
正
一
（
若
松

財
産
区
か
ら
の
寄
付
金
を
充
当
し
て
、
会
長
西
村
節
男
、
副
会
長
中
谷
孫
町
三
区
）
白
川
昭
夫
（
若
松
町
四
ば
）

「
環
境
整
術
後
援
会
」
を
組
織
し
、
教
一
、
鎌
田
善
七
、
古
川
嘉
之
助
坂
本
義
信
（
見
崎
町
）
大
橘
勇
五
郎
（

育
環
境
の
整
備
の
た
め
に
尽
力
す
る
な
《
金
木
》
（
本
町
）
田
沢
義
明
（
栄
町
三
軒
町
）
斎
藤
正
弘
（
上
沢
部
）
津
島

ど
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
の
援
助
を
）
中
村
晴
行
（
田
町
）
藤
田
要
造
（
南
喜
之
（
下
沢
部
）
白
川
芳
治
（
旭
ヶ
丘

惜
し
ま
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
新
町
）
白
川
治
光
（
上
山
道
町
）
西
村
朋
地
）
北
沢
清
一
（
大
東
ヶ
丘
）
中
村

他
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
子
ど
も
会
育
成
協
力
節
男
（
中
山
道
町
）
秋
谷
勇
助
（
下
山
滴
勝
（
芦
野
団
地
）
工
藤
弥
三
郎
、
松

会
（
昭
和
四
十
一
年
八
月
発
足
）
等
、
道
町
）
小
野
元
婿
（
美
晴
町
）
鳴
海
昭
坂
司
《
蒔
田
》
（
上
蒔
旧
）
吉
田
文
昭

極
め
て
自
主
的
・
菰
極
的
で
あ
り
ま
す
治
（
昭
和
町
）
角
田
金
男
（
神
明
町
一
（
下
蒔
川
）
斎
藤
定
一
《
神
原
》
（
神

。
子
ど
も
と
本
校
の
努
力
目
標
区
）
石
戸
谷
秀
雄
（
神
明
町
二
区
）
安
原
）
前
田
徹
美
術
《
藤
枝
》
（
上
藤
枝

本
校
の
児
童
は
明
朗
で
あ
り
、
素
直
田
柾
四
郎
（
朝
日
町
一
区
）
小
山
内
正
）
坂
本
千
代
太
郎
（
中
藤
枝
）
成
田
平

で
あ
り
ま
す
が
、
ね
ば
り
強
さ
に
欠
け
次
郎
（
朝
日
町
二
区
）
青
木
茂
男
（
北
三
（
下
藤
枝
）
竹
内
正
友
《
川
倉
》
（

実
践
力
に
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
新
町
）
原
田
勝
衛
（
小
川
町
一
区
）
角
湯
の
川
）
成
田
重
雄
（
林
下
）
田
中
和

こ
の
こ
と
は
、
本
校
ば
か
り
で
な
く
、
田
昭
良
（
小
川
町
二
区
）
石
岡
満
（
米
雄
（
向
道
）
泉
谷
竹
彦
（
女
坂
）
中
谷

現
代
っ
子
に
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
町
）
野
宮
雄
造
（
川
端
町
）
津
島
次
郎
孫
一
（
上
宇
田
野
）
中
谷
正
六
郎
（
下

あ
り
ま
し
ょ
う
。
（
寺
町
）
白
川
兼
蔵
（
芦
野
町
）
鈴
木
宇
田
野
）
中
谷
幸
江
子
《
嘉
瀬
》
（
雲

そ
こ
で
、
「
自
ら
進
ん
で
根
気
強
く
又
芳
（
浦
町
）
成
田
平
太
郎
（
新
富
町
雀
野
団
地
）
神
島
俊
治
（
東
町
）
鎌
田

一
一

『
鐸
和
恥
蝿
叫
識
諫
織
識
嶽
舞
函
、
》

峠
ぬ
い
土
手
ブ
タ
一

一
▽
竹
内
正
友
（
藤
枝
）
▽
中
一

学
谷
孫
一
（
川
倉
）
▽
原
田
ゥ
竿
呼

》
谷
孫
一
（
川
合

一
メ
（
中
柏
木
）

》
（
金
木
）
▽

一
田
）
▽
今

一
▽
中
村
ハ
ギ
エ

面
美
（
上
小
栗
崎
）
松
川
松
右
エ
門
（

中
小
栗
崎
）
神
胎
忠
雄
（
下
小
栗
崎
）

山
中
兼
光
（
上
派
立
）
原
田
吉
雄
（
中

派
立
）
吉
崎
万
次
郎
（
下
派
立
）
鎌
田

葬
七
（
上
新
町
）
鳴
海
繁
七
（
下
新
町

）
須
崎
梅
太
郎
（
上
昭
和
町
）
山
中
哲

男
（
下
昭
和
町
）
角
田
千
代
吉
（
本
町

）
脈
佃
清
治
（
冷
水
）
今
喜
代
治
（
車

町
）
阿
部
定
由
（
畑
中
）
土
岐
善
五
郎

（
後
町
）
平
川
久
次
郎
（
上
古
町
）
外

崎
好
栄
（
下
古
町
）
阿
部
清
光
（
新
誠

町
）
須
崎
道
芳
（
新
堤
町
）
木
下
進
一

（
上
鍛
治
町
）
小
松
常
頼
（
下
鍛
治
町

）
木
下
伊
佐
太
郎
（
上
中
柏
木
）
原
田

藤
松
（
下
中
柏
木
）
西
村
秀
男
《
喜
良

市
》
（
更
生
部
落
）
工
藤
義
光
（
西
岩

見
町
）
元
石
繁
正
（
東
岩
見
町
）
宮
崎

与
太
（
林
町
）
岡
田
正
七
（
野
崎
）
宮

崎
初
太
郎
（
北
本
町
）
工
藤
武
男
（
下

派
立
）
三
上
菊
次
郎
（
上
派
立
）
加
役

谷
満
雄
（
南
本
町
）
今
建
三
（
上
柏
木

）
大
橘
由
吉
（
下
柏
木
）
古
川
嘉
之
助

（
下
町
）
古
川
角
右
エ
門
（
川
端
町
）

今
千
年
（
双
葉
町
）
小
山
内
龍
晴

合
計
八
十
五
名
。

メ
（
中
柏
木
）
▽
秋
谷
タ
キ

（
金
木
）
▽
白
川
哲
子
（
蒔

田
）
▽
今
睦
栄
（
川
倉
）

▽
中
村
ハ
ギ
エ
（
嘉
瀬
）

忠色今韮や仁十つc今つc今つEダﾔつ“つcや唾｡c々 つこ"ヤXぞつ乙柄毛々 つ巳ヤつ七分つ

」
一
Ｌ
一

ｏ
一
宇

込
守
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脚
氏
年
金
に
は
、
家
汁
が
苦
し
か
っ

た
り
、
失
業
や
災
祥
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
年
金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う
に

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
に
は
、
刷
民
年
金
の

障
押
年
金
や
は
子
年
金
を
う
け
て
い
る

と
き
、
生
活
扶
助
を
う
け
て
い
る
と
き

に
免
除
さ
れ
る
法
定
免
除
と
、
所
押
が

な
い
と
き
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

籍
し
く
困
難
で
あ
る
と
き
に
申
諭
す
れ

ば
、
申
紺
し
た
と
き
か
ら
そ
の
年
度
末

ま
で
免
除
さ
れ
る
申
諦
免
除
と
が
あ
り

ま
す
。申
講
免
除
は
、
本
人
や
そ
の
家
族

所
得
の
状
況
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
ま

の
で
、
四
月
分
の
保
険
料
か
ら
免
除

う
け
た
い
と
き
は
、
七
月
末
日
ま
で

申
捌
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

な
お
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
と

は
、
保
険
料
を
納
め
た
人
に
比
。
へ
、

齢
年
金
の
場
合
は
年
金
額
が
低
く
な

ま
す
。
し
か
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間

保
険
料
は
生
活
に
余
裕
が
で
き
た
と

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
保
険
料
を
納
め
た
人

Ｍ
じ
額
の
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

で
き
る
だ
け
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、

納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
方
は

免
除
の
手
続
き
をのす

垂
一
交
付
に
つ
い
迄

４－
満
七
十
才
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
老
人

皇
医
療
費
受
給
者
征
を
申
請
し
て
い
な
い

老
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
険
裸
老
人
係

穏
窃
…
も
ゞ
て
お
い
で
く
だ
ゞ『

癬
義
営
蕊
壊
鯲

と
所
得
に
制
限
が
あ
っ
た
り
、
生
活
保
穫

昭
和
四
十
八
年
十
月
か
ら
昭
和
凶
十

九
年
三
川
三
十
一
日
ま
で
に
加
入
申
出

を
し
て
榔
開
五
年
年
金
の
加
入
者
に
な

っ
た
人
は
、
昭
和
四
十
五
年
六
川
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
一
ヵ
〃
九
百
円
の
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
加
入
申
出
後
の
保
険
料
と

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
合
わ
せ
て
血
年
に
な
れ
ば
、
砥
年
年

金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

再
附
五
年
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

の
な
か
に
は
、
い
ち
ば
ん
早
い
人
で
本

年
七
″
か
ら
年
金
の
支
給
が
始
ま
り
ま

す
が
、
五
年
分
の
保
険
料
を
完
納
し
て

い
ま
せ
ん
と
、
年
金
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
納
期
限
は
六
月
三
十
Ⅱ
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
も
の
で
す

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
年
金

再
開
五
年
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
へ

受
給
者
で
あ
る
た
め
に
、
受
給
資
格
の

な
い
人
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

役
場
保
険
裸
に
鱈
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・

ザ

ご
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
４
Ⅱ
岫
川
分
）

今
竜
騎
（
智
夫
長
男
）
喜
良
市

角
田
亜
紀
子
（
孝
司
２
女
）
金
木

西
村
公
希
（
健
三
長
男
）
金
木

西
村
太
吾
（
賢
三
長
男
）
喜
良
市

田
中
幸
彦
（
良
年
２
男
）
金
木

桑
田
都
（
茂
長
女
）
喜
良
市

古
川
真
美
子
（
滋
長
女
）
喜
良
市

山
田
真
（
弘
志
長
男
）
金
木

白
川
美
樹
（
豊
則
長
女
）
川
倉

沢
田
英
子
（
勝
長
女
）
嘉
瀬

白
川
春
菜
（
秋
男
長
女
）
沢
部

秋
元
由
美
子
（
利
行
長
女
）
沢
部

荒
間
忠
之
（
正
三
長
男
）
金
木

松
江
美
和
（
喜
代
寿
長
女
）
金
木

須
崎
美
帆
子
（
勉
長
女
）
嘉
瀬

泉
谷
有
香
（
宣
正
２
女
）
川
倉

三
浦
健
一
（
鉄
夫
長
男
）
金
木

土
岐
征
也
（
俊
一
３
男
）
嘉
瀬

秋
村
亜
香
根
（
孫
由
長
女
）
嘉
瀬

相
馬
直
人
（
伸
光
長
男
）
嘉
瀬

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
４
″
加
川
分
）

（
嶬
確
い
龍
善
一
鐸
準
郎
韮
鋤
一
諦
辮
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